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地域の災害リスク情報に基づき、
避難行動を支援
地域の災害リスク情報に基づき、
避難行動を支援

災害リスク情報に基づき、
地域のコミュニティを支える取組を支援
災害リスク情報に基づき、
地域のコミュニティを支える取組を支援

地域全体の安全・安心を
支える確かな技術

洪水予測情報に基づき、
迅速で安全な水防活動を支援
洪水予測情報に基づき、
迅速で安全な水防活動を支援

気象情報や通行可否情報
等に基づき、企業の事業活動を支援
気象情報や通行可否情報
等に基づき、企業の事業活動を支援

被害実態と予測情報に基づき、
災害対応・防災活動
被害実態と予測情報に基づき、
災害対応・防災活動

本プラットフォームでは、気象・水文
情報、洪水氾濫・土砂災害情報、
生活基盤情報等を地図上に集約・表
示することで、地域の安全・安心
に繋がる災害対応・避難行動・防
災行動を支援します。

様々なデータを
集約し可視化

浸水センサー
SNSデータ

河川カメラ

衛星データ

浸水情報をリアルタイム発信、クラウド連携も可能

防災プラット
フォーム

まずは動画を！

検討方針の確認� お客さまが抱える地域の課題や要望を基に検討の方向性を確認

対象流域の選定� サービス提供の対象地域（河川・流域）を選定

解析モデルの作成� 流出・氾濫現象をリアルタイムで解析すべくモデリングを実施

解析結果と情報提供� リアルタイム防災情報提供に向けた内容確認

サービス提供の調整� 各種追加機能や既存クラウド連携等を踏まえたシステム設計

基礎情報の収集・分析� ・リアルタイムで配信する雨量・水位情報等の取得準備
・水文データ・浸水実績・地域要望等の収集と災害リスク分析

※� サービス提供後のフィードバック、新たな問題点に対する技術提案

※� ICHARM による RRIモデルを基本とするが、要望に応じて変更可能
※� 浸水センサー、カメラ画像データを基に解析モデルの精度検証も対応可能

サービスのご提供は、一定期間におけるサブスクリプション方式を基本としておりますが、お客先のご事情を踏まえ
た契約形態を選択することも可能のため、まずはお気軽にご相談下さい。

サービスご提供方法

日本工営サステナビリティ関連サービス

関連支援サービス一例

私たちは、国内最大の建設コンサルタント会社として、安全・安心な生活、豊かな日常を支える社会資本づくりに関わるコンサルタント事業や電力エンジニアリング事業を
通じて、創業（���� 年）以来、世界各地で、持続可能（サステナブル）な社会づくりのために、人類が直面する様々な社会課題に取り組んでいます。

WEB上で約��の選択式の設問にご回答いただくだけで、
企業のSDGs/ESGのお取組状況やポテンシャルのある事業機会を見える化してチャートおよびスコアで確認で
きる診断ツール。SDGs/ESG診断に係るコストも削減（人手と時間を大幅に節約可能です）。

日本工営のサステナビリティ コンサルティング サービス領域（一部）

SDGs / ESG 推進 再生可能エネルギー 森林・生物多様性 環境・社会・人権
インパ クト評価 気候変動リスク脱炭素

( カーボンニュートラル )

防災・減災 グリーンインフラ大気汚染対策
・水環境対策

スマートシティ
エコシティ

食の安全
( サステナブル農業 )

廃棄物
( サーキュラーエコノミー )

持続可能な地域経済発展に向けたサステナビリティ事業創発サポート「KIBOH����」

省エネ法及び地方環境関連条例に対応
・公共施設やビル等複数の施設を自動管理
・エネルギー使用状況を多面的に分析！

多施設エネルギー管理支援システム「まるちーず」で省エネ推進

日本工営株式会社 ���-���� 東京都千代田区麹町�-� お問合わせ先 URL : http://www.n-koei.co.jp/contact/

SDGs

気候 グリーン

KIBOH����
診断結果画面 ( 例 )

エネルギー使用量の
分析画面 ( 例 )

※�
※�

※�



防災プラットフォーム　サービスイメージ

画面イメージ

標準機能

雨量や河川・地形等の情報をインプットデータとした
リアルタイムの解析により、水位・流量・氾濫予測情
報を提供することができます。

雨量や河川・地形等
RRIモデルによる降雨流出、
河道追跡、洪水氾濫解析を実施

流量 水位 浸水深

追加機能

浸水センサーによるリアルタイム状態把握、衛星情報
による被害把握、高度な解析サービスをご要望に応じ
て、機能追加が可能です。

浸水センサー AI予測 衛星情報

地下街解析 人流解析 プローブ

AR / VR その他にも多数の機能があります

※� RRIモデル：国立研究開発法人土木研究所開発の降雨流出氾濫モデル。
このモデルは、流域に降った雨が河川に集まる現象、洪水が河川を流下する現象、河川を流れる水が氾濫原に溢れる現象を流域一体で予測するモデルです。

※� 気象・水文情報は、気象庁や国土交通省からの配信データを取得。

※� 令和� 年よりスカパーJSAT・ゼンリンと業務提携し、衛星データを活用した平時のインフラモニタリング、災害発生時の被害状況把握を可能にする『衛星防災情報サー
ビス』を開始しています。

リアルタイム氾濫解析結果と浸水センサー情報 (追加機能 )を表示 河川やダム等の諸量を雨の動きを見ながら確認

全国の様々なハザードマップと雨の状態を同時に表示 【�画面表示】

○ 気象・水文情報
○ 洪水氾濫・土砂災害情報

○ 生活基盤・地理情報
○ 各種ハザード情報 等

自身の身長と比較し
ての浸水深が分かり
ます。

ハザードマップに重ねて
リアルタイムの雨の動き
が確認できます。

ハザードマップに重ねてリ
アルタイムの雨の動きが確
認できます。

ダム貯水池の水位や
流入量も表示できま
す。

日本工営の持つ解析・予測技術によってリアルタイムに情報を発信。
様々な課題解決を支援します。

特徴
�

被害実態に基づき、行政・
企業への事業継続を支援！

特徴
�

リアルタイム防災情報の
提供サービスが可能に！

特徴
�

災害発生前から被害
予測を可視化！

自治体

自治体 住民

住民企業

限られた人員・予算の中
で、刻 と々変化する被害
様相に対応

管理者・情報入手先が異
なる情報を基に判断

水防活動は基準水位と、
危険と隣り合わせの中で
現地判断

顧客への安全・安心 、新たな付加価値に繋がる
サービス提供が重要

地域がどのような状態にな
っているか把握する仕組み
がない

災害に対する意識醸成や、
年齢層に応じた情報提供が
必要

“自分は大丈夫”という正常性バイ
アスが自主避難を阻害

情報を受け取る側の容易な理解と
避難スイッチになる情報が必要

災害対応・避難行動・防災活動
に必要な情報を一元的に画面上
に集約。地域の被害実態や浸水
等のリスク情報に基づく対応が
可能になります。

洪水予測やAI予測による
リアルタイム情報を基に、
迅速で安全な水防活動が
可能になります。

事業施設等の管理、運行・
物流等の移動経路、被害査
定等に役立つ情報提供が
可能。被害状況の迅速な
把握と対応能力の向上が
図られます。

避難所運営・物資調達・各
種手続きなど、早期の復興
に繋がる情報提供が可能に
なります。日常生活におけ
る高齢者や子供の見守り支
援等への活用も可能です。

行政判断となる避難の目安や、地域住民の避難行動
に有用な情報提供が可能になります。浸水センサー
による被害実態に基づき、浸水予測・通行可否の組
合せで避難情報を提供することが可能になります。

（ 行政判断の参考情報として活用）


